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１
伐
区

１４ ２０ －

面積 林齢 樹種

小計 ５.８９

２,３９０ － －

２,１５７ １,３１９

１８,７７０ ４,４７７.８４

合計 ５.８９ １８,７７０ ４,４７７.８４ －１,３１９ ５０ ８８０ － ５０ １,４１０２,１５７

５０ １,４１０ －
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屋
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所

誘導伐 水源 スヒ複 水かん１６９ち ６５
スギ
ヒノキ

５０ ８８０ －

－ 皆伐 ３,３９８ ２,３９０ ６６７ －難 中 １２４２ ４５２



1

つる本数 伐採数量 植栽本数

開始 期限 (本/ha） (本/ha） （本）

鹿屋 地拵 鹿屋市 大箆柄 １６９ち Ｒ７ １.９６ha １.９６ha
契約締結日
の翌日

R8.2.27 急 中 車両系機械 機械地拵 車通勤 25.7 － － － － －

鹿屋 地拵 鹿屋市 大箆柄 １６９ち Ｒ７ ０.５０ha ０.５０ha
契約締結日
の翌日

R8.2.27 急 中 車両系機械 機械地拵 車通勤 25.7 － － － － －

鹿屋 地拵 鹿屋市 大箆柄 １６９ち Ｒ７ １.６２ha １.６２ha
契約締結日
の翌日

R8.2.27 急 中 車両系機械 機械地拵 車通勤 25.7 － － － － －

鹿屋 地拵 鹿屋市 大箆柄 １６９ち Ｒ７ １.８１ha １.８１ha
契約締結日
の翌日

R8.2.27 急 中 車両系機械 機械地拵 車通勤 25.7 － － － － －

小計 ５.８９ha ５.８９ha

鹿屋 植付 鹿屋市 大箆柄 １６９ち Ｒ７ １.９６ha １.９６ha
契約締結日
の翌日

R8.2.27 急 中 人力 普通方形 車通勤 25.7 － － ４,９００ スギコンテナ苗 ４,９００本

鹿屋 植付 鹿屋市 大箆柄 １６９ち Ｒ７ ０.５０ha ０.５０ha
契約締結日
の翌日

R8.2.27 急 中 人力 普通方形 車通勤 25.7 － － １,２５０ スギコンテナ苗 １,２５０本

鹿屋 植付 鹿屋市 大箆柄 １６９ち Ｒ７ １.６２ha １.６２ha
契約締結日
の翌日

R8.2.27 急 中 人力 普通方形 車通勤 25.7 － － ４,０５０ スギコンテナ苗 ４,０５０本

鹿屋 植付 鹿屋市 大箆柄 １６９ち Ｒ７ １.８１ha １.８１ha
契約締結日
の翌日

R8.2.27 急 中 人力 普通方形 車通勤 25.7 － － ４,５５０ スギコンテナ苗 ４,５５０本

小計 ５.８９ha ５.８９ha １４,７５０ １４,７５０本

契約面積（ha) ５.８９ha ０.００ha ５.８９ha １４,７５０ １４,７５０本

５．作業着手は事業計画書の承認が必要である。

２．作業箇所位置図

　　　別添のとおり

合　　計

【留意事項】 １．林令は植栽年度を1年とした累積年である。

２．傾斜区分は、３１度以上：急、２１～３０度：中、２０度以下：緩である。

３．植生等の条件は、作業地における植生等の難易度を示すものである。

４．つる本数、伐倒本数は標準地調査による目安本数である。

６　その他欄の「一部かき分け」は、地拵作業における末木枝条等のかき分け（人力）を必要とする面積を示すものである。
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造材
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１
伐
区

３０４４は外 誘導伐 水源

作　業　条　件
森林作業道

スヒ複 水かん ５５
スギ
ヒノキ

１９ ２６

集材
方式

スパン
距離・
搬出路
距離

伐木

皆伐 １,７０６ １,２６０ １８２－ 中 中 １０８９
田

代

森

林

事

務

所
小計 ２.９５ ３,７４８

５０ ９００ － ５０ ２６０ －

－ １,２６０ － －

５７５ ２００

フォワーダ －

２,０１１.３１

６３６ ０.５８

合計 ３,７４８ ２,０１１.３１ －

２.９５ ３,７４８ ２,０１１.３１

２００ ５０ ９００ － ５０ ２６０５７５２.９５



2

つる本数 伐採数量 植栽本数

開始 期限 (本/ha） (本/ha） （本）

田代 地拵 錦江町 内ノ牧 ３０４４は Ｒ７ ０.２８ha ０.２８ha
契約締結日
の翌日

R8.2.27 緩 易 車両系機械 機械地拵 車通勤 7.3 － － － － －

田代 地拵 錦江町 内ノ牧 ３０４４は Ｒ７ ０.７２ha ０.７２ha
契約締結日
の翌日

R8.2.27 緩 易 車両系機械 機械地拵 車通勤 7.3 － － － － －

田代 地拵 錦江町 内ノ牧 ３０４４に Ｒ７ ０.３１ha ０.３１ha
契約締結日
の翌日

R8.2.27 緩 易 車両系機械 機械地拵 車通勤 7.3 － － － － －

田代 地拵 錦江町 内ノ牧 ３０４４に Ｒ７ １.６４ha １.６４ha
契約締結日
の翌日

R8.2.27 緩 易 車両系機械 機械地拵 車通勤 7.3 － － － － －

小計 ２.９５ha ２.９５ha

田代 植付 錦江町 内ノ牧 ３０４４は Ｒ７ ０.２８ha ０.２８ha
契約締結日
の翌日

R8.2.27 緩 易 人力 普通方形 車通勤 7.3 － － ５５０ スギコンテナ苗 ５５０本

田代 植付 錦江町 内ノ牧 ３０４４は Ｒ７ ０.７２ha ０.７２ha
契約締結日
の翌日

R8.2.27 緩 易 人力 普通方形 車通勤 7.3 － － １,４５０ スギコンテナ苗 １,４５０本

田代 植付 錦江町 内ノ牧 ３０４４に Ｒ７ ０.３１ha ０.３１ha
契約締結日
の翌日

R8.2.27 緩 易 人力 普通方形 車通勤 7.3 － － ６００ スギコンテナ苗 ６００本

田代 植付 錦江町 内ノ牧 ３０４４に Ｒ７ １.６４ha １.６４ha
契約締結日
の翌日

R8.2.27 緩 易 人力 普通方形 車通勤 7.3 － － ３,３００ スギコンテナ苗 ３,３００本

小計 ２.９５ha ２.９５ha ５,９００ ５,９００本

契約面積（ha) ２.９５ha ０.００ha ２.９５ha ５,９００ ５,９００本

植栽
年度

物　　件　　明　　細　　書

物件番号

１．作業内訳

森　林
事務所
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区域面
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５．作業着手は事業計画書の承認が必要である。

６　その他欄の「一部かき分け」は、地拵作業における末木枝条等のかき分け（人力）を必要とする面積を示すものである。

２．作業箇所位置図

　　　別添のとおり

合　　計

【留意事項】 １．林令は植栽年度を1年とした累積年である。

２．傾斜区分は、３１度以上：急、２１～３０度：中、２０度以下：緩である。

３．植生等の条件は、作業地における植生等の難易度を示すものである。

４．つる本数、伐倒本数は標準地調査による目安本数である。


